
　

９
月
４
日
、
２
０
１
９
年
か
ら
３
年
ぶ
り
に
安
否
確
認
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
密
を
回
避
す
る
た
め
訓
練
を
中
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
感
染
の
拡
大
に
注
意
を
払
え
ば
、
屋
外
で
の
実
施

は
可
能
と
し
て
の
決
定
で
し
た
。
決
定
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
第
７
波

が
猛
威
を
振
る
い
始
め
ま
し
た
が
、
無
事
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

■
あ
く
ま
で
も
安
全
を
心
が
け
て

　

対
面
で
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に
、

２
０
１
７
年
３
月
に
実
施
し
た
初
回
の

方
法
を
採
用
。
目
的
と
目
標
を
そ
ろ
え

て
、
運
用
は
各
町
内
会
に
あ
っ
た
や
り

方
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
員
さ
ん
に
は
玄
関
先
に
タ

オ
ル
を
掲
げ
て
安
否
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
組
長
さ
ん
が
会
員
と
対
面
す
る

こ
と
を
回
避
し
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
世
帯
は
？

　

香
川
自
治
会
員
を
対
象
に
、
事
前
に

組
長
さ
ん
に
担
当
の
組
員
名
簿
を
配
布

し
て
、
そ
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
１
軒

ず
つ
確
認
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

リ
ス
ト
に
避
難
行
動
要
支
援
者
が
記

載
さ
れ
た
組
長
さ
ん
は
、
ど
な
た
が
要

支
援
者
に
該
当
さ
れ
る
の
か
、
改
め
て

確
認
で
き
ま
し
た
。

■
町
内
会
毎
に
訓
練
拠
点
本
部
を
設
置

　

訓
練
拠
点
本
部
は
、
組
長
さ
ん
か
ら

担
当
す
る
組
の
参
加
状
況
の
報
告
を
受

け
、
町
内
会
と
し
て
集
計
し
ま
し
た
。

■
自
治
会
本
部
で
集
計
・
総
括

　

本
部
で
は
10
時
よ
り
簡
易
無
線
機
を

使
用
し
て
各
町
内
会
の
訓
練
状
況
の
中

間
報
告
を
受
け
、
11
時
過
ぎ
に
最
終
報

３
年
ぶ
り
・
安
否
確
認
訓
練
実
施

３
年
ぶ
り
・
安
否
確
認
訓
練
実
施

創
刊
か
ら
３
０
０
号

創
刊
か
ら
３
０
０
号

広
報
か
が
わ

広
報
か
が
わ

■
広
報
か
が
わ
の
歩
み

　

香
川
自
治
会
初
代
会
長
の
選
任
（
昭

和
20
年
）、
茅
ヶ
崎
市
制
施
行
（
昭
和

22
年
）、
自
治
会
の
会
則
制
定
（
昭
和

33
年
）
の
後
、
昭
和
45
年
５
月
25
日
に

自
治
会
と
し
て
創
刊
号
を
発
行
。

　

当
初
の
誌
名
は
「
香
川
ニ
ュ
ー
ス
」

と
さ
れ
、
体
裁
は
今
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ
の
４
頁
で
、
月
間
誌
で
し
た
。

　

そ
の
２
年
後
に
隔
月
で
２
～
４
頁
構

成
の
発
行
と
な
り
、
第
66
号
（
昭
和
57

年
６
月
号
）
よ
り
、
誌
名
が
「
広
報
か

が
わ
」
に
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
広
報
か
が
わ
は
第
270
号
（
平

成
29
年
９
月
号
）
か
ら
、
フ
ル
カ
ラ
ー

と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
全
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

２０２２／９／４

3,252
－
2,999
92.2

1,819
55.9

1,180
36.3

数

％

香川自治会
安否確認訓練集計表

全世

帯数

タオル掲示

有 無

報告
世帯
数

自主療養の期間は？出勤、登校などが可能となるのは？
●症状が現れた日を0日目として10日目までが療養期間と
なり、症状が軽快して72時間経過した場合、11日目が出勤
・登校等が可能予定日です。
●無症状の場合は、検査を行った日を0日目として7日目ま
でが療養期間となり、8日目が出勤・登校等の可能日です。

コロナ陽性時に自主療養
届出制度の利用が可能な方

・２歳から３９歳までの方
・４０歳から６４歳まの方で
　重症化リスク因子がない方
・妊娠していない方

有
症状

無
症状

療養
（※発症時は

有症状０日目に移行）

発
症
日

検
査
日

療養 出勤・
登校等
可能

出勤・
登校等
可能

検温など自身
で健康状態
を確認

０
日目

１
日目

２
日目

３
日目

４
日目

５
日目

６
日目

７
日目

８
日目

９
日目

10
日目

11
日目

　

第
７
波
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
、
自
宅
で

療
養
す
る
人
が
増
え
る
中
、

政
府
は
自
分
で
検
査
し
た
結

果
を
も
と
に
、
医
療
機
関
を

経
ず
に
自
主
療
養
に
入
る
対

応
を
広
げ
る
た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
の
抗
体
検
査
キ
ッ
ト
の
販

売
を
許
可
す
る
対
策
の
方
針

を
示
し
ま
し
た
。

告
を
受
け
て
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
部
で
は
パ
ソ
コ
ン
に
逐
一
入
力
さ

れ
た
デ
ー
タ
ー
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

に
よ
り
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
、
集

計
作
業
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
拠
点
を
撤
去
し
た
各
町
内

会
の
責
任
者
が
自
治
会
館
に
集
合
し
、

12
時
よ
り
全
員
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

集
計
結
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
安
否
確
認
訓
練
の
総
括
と

反
省
会
を
実
施
し
、
次
回
実
施
に
向
け

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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三
月
末
に
評
議
員
会
を
開
い
て
四
十

五
年
度
自
冶
会
役
員
に
つ
い
て
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
新
会
長
に
全
員
一
致
で
市

議
の
亀
井
隆
義
氏
が
推
せ
ん
さ
れ
、
会

長
に
決
定
し
た
。

　
ま
た
新
た
に
設
け
ら
れ
た
町
内
会
長

を
は
じ
め
執
行
部
役
員
が
次
の
よ
う
に

き
ま
っ
た
。

△
会
長
　
　
　
　     

亀
井
隆
義

△
第
一
町
内
会
長
（

原
）

橋
村
誠
・
第
二
（

南
・
間
門
）
亀
井
千
代
春
・
第
三
（
中

通
）
柳
川
治
郎
・
第
四
（
東
・
北
・
篠

谷
）
熊
沢
伊
助
　
△
総
務
熊
沢
庄
次

△
会
計
戸
羽
竜
三
（
原
）
鈴
木
宏
也
（

南
）
配
島
高
雄
（
間
門
）
柳
田
喜
代
治

 

（
中
通
）
飯
田
清
正
・
坂
田
繁
三(

東
）

亀
田
浦
吉
（
北
・
篠
谷
）
熊
沢
茂
之

△
土
木
委
員
長
阿
諏
訪
勉
　
委
員
池
田

博
・
池
田
一
男
・
新
倉
甚
太
郎
・
岡
本

定
治
△
文
化
厚
生
委
員
長
越
石
隆
三

委
員
須
田
達
之
・
小
笠
原
美
津
雄
・
小

野
静
江
・
須
藤
発
明
・
新
倉
良
和
・
折

毛
五
郎
・
熊
沢
チ
ヨ
子
△
広
報
委
員
長

埋
金
一
郎
　
委
員
池
田
弘
・
伊
東
信
子

多
田
信
久
・
麻
生
恒
雄
・
熊
沢
藤
俊

△
衛
生
委
員
長
阿
諏
訪
勲
　
委
員
鶴
巻

亀
治
・
山
崎
長
寿
・
熊
沢
好
教
・
古
谷

鉄
雄
・
亀
井
正
司
・
三
橋
角
蔵
・
山
崎

富
士
夫
・
鈴
木
三
郎
△
消
防
委
員
長
（

分
団
長
）
岡
本
貞
雄
・
副
分
団
長
山
囗

清
・
部
長
三
木
武
・
班
長
河
合
茂
英
・

沼
上
宏
・
団
員
熊
沢
義
久
・
亀
井
重
雄

石
井
茂
・
熊
沢
巧
・
中
川
従
・
柳
川
一

男
・
新
倉
勇
・
古
宮
進
・
小
野
健
・
綿

引
由
男
△
監
査
委
員
新
倉
億
太
郎
・
飯

塚
友
規
△
評
議
員
　 

（
原
）
池
田
武
夫

花
元
清
重
・
春
山
進
（
南
・
間
門
）
国

末
節
・
新
井
衛
・
山
本
栄
次
（
副
議
長
）

岡
本
銀
一
・  

（
中
通
）
三
橋
政
雄
・
沼

上
三
郎
・
岡
本
房
男
・  

（
東
・
北
・
篠

谷
）
新
井
重
司
・
栗
原
庄
太
郎
（
議
長
）

今
年
度
役
員
き

ま

る

四

町

内

会

長

を

設

置

新
倉
栄
一
△
香
川
間
門
線
特
別
委
員
会

委
員
長
柳
川
治
郎
委
員
岡
本
博

・
尸
羽

竜
三

・
熊
沢
庄
次

・
亀
井
鶴
吉

・
熊
沢

京
太
郎
△
通
学
道
路
特
別
委
員
会
委
員

長
熊
沢
武
光
委
員
熊
沢
嘉
春

・
岡
本
貞

雄

・
熊
沢
勝
司

・
熊
沢
伊
助

・
柳
川
治

郎

・
石
亀
善
三
郎

　
四
月
十
八
日
（
土
）
、
評
議
委
員
会

の
議
決
を
経
て
、
本
年
度
の
事
業
計
画

が
次
の
通
り
決
定
し
た
。

一
、
市
費
施
行
の
事
業

⑴
東
一
六
〇
二
番
地
か
ら
香
小
正
門
付

近
ま
で
延
長
340
ｍ×

3.6
ｍ
の
通
学
道
路

と
三
益
製
作
所
か
ら
臼
井
商
店
ま
で
延

長
370
ｍ×

3.6
が
簡
易
舗
装
さ
れ
る
事
が

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
　

⑵
香
川
中
通
地
内
、
通
称
池
田
の
川
延

長
200
ｍ
の
水
路
改
良
工
事
を
施
行
。
　

⑶
本
年
二
月
九
日
、
市
に
地
主
代
表
が

原
140
番
よ
り
133
番
に
至
る
延
長
160
ｍ
の

通
学
路
新
設
計
画
を
陳
情
し
た
と
こ
ろ

受
理
さ
れ
た
（
測
量
諞
査
及
用
地
買
収
）

⑷
香
川
駅
構
内
便
所
の
移
設
と
北
陵
道

路
と
間
門
線
を
構
内
で
結
ぶ
工
事
に
つ

い
て
四
三
年
度
よ
り
東
鉄
と
協
議
し
て

き
た
が
、
今
年
四
月
七
日
に
市
側
か
ら

原
町
田
保
線
区
に
申
し
入
れ
し
、
協
議

中
で
あ
る
。

⑸
防
犯
灯
を
常
設
　
環
境
整
備
を
す
る

当
初
予
算
に
計
上
。
四
月
三
十
日
ま
で

に
申
請
。
　

⑹
香
川
体
育
振
興
会
の
助
成
　
当
初
予

算
に
三
万
円
を
計
上
。

⑺
香
川
青
少
年
育
成
協
議
会
へ
の
助
成

と
し
て
二
万
円
計
上
。

⑻
子
供
会
の
肋
成
と
し
て
南
・
中
通
四

千
円
原
・
間
門
・
東
に
各
三
万
円
計
上

⑼
そ
の
他
陳
情
事
項

　
（イ）
四
月
初
旬
に
香
小
裏
門
西
方
西
肩

　
の
土
留
工
事
　

（ロ）
舗
装
促
進
に
つ
い

　
て
六
月
及
び
九
月
補
正
予
算
措
置
を

　
（ハ）
下
寺
尾
境
堀
50
ｍ
の
改
修
　

（ニ）
同

　
東
方
70
ｍ
及
び
西
方
部
分
の
改
修

　
（ホ）
東
二
箇
所
、
間
門
一
簡
所
の
排
水

　
不
良
箇
所
の
工
事
。

二
、
自
治
会
が
行
な
う
事
業

⑴
広
報
委
員
に
よ
り
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で

月
刊
紙
を
発
行
し
、
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
達

他
に
必
要
に
応
じ
て
臨
時
号
を
発
行
。
　

⑵
（イ）
舗
装
の
促
進

（ロ）
排
水
整
備

（ハ）
道
略

新
設
の
促
進
を
は
か
る
。
　

⑶
九
月
～
十
月
中
に
香
小
校
庭
で
香
川

地
区
体
育
大
会
を
開
催
す
る
。

⑷
文
化
厚
生
事
業
と
し
て
八
月
中
旬
に

神
社
境
内
で
盆
踊
大
会
を
開
く
。
茅
花

会
他
の
俳
句
会
や
同
好
者
に
よ
る
囲
碁

大
会
を
開
催
。

⑸
六
月
以
降
二
回
薬
剤
を
散
布
、
衛
生

委
員
長
他
委
員
九
名
が
防
除
剤
を
配
給

し
て
環
境
衛
生
の
徹
底
を
図
る
。

⑹
消
防
分
団
に
対
す
る
援
助
協
力
を
行

な
い
防
災
活
動
の
援
助
を
す
る
。
　

⑺
防
犯
灯
の
増
設
や
修
繕
に
つ
い
て
パ

ト
ロ
ー
ル
し
市
に
申
請
を
す
る
。
　

⑻
旧
小
出
川
河
川
敷
を
含
む
土
地
区
画

整
理
事
業
と
し
て
調
査
研
究
す
る
。
　

⑼
寿
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
、
子
供
会
、
婦

入
会
な
ど
地
域
住
民
団
体
に
対
す
る
補

助
金
を
交
付
。

⑽
四
月
九
日
加
藤
議
長
、
同
二
七
日
に

市
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
市
営

保
育
所
の
設
置
に
つ
い
て
陳
情
。
　

⑾
地
域
環
境
の
整
備
と
住
民
福
祉
に
関

連
す
る
諸
問
題
を
検
討
し
、
対
市
交
渉

を
も
ち
、
渉
外
活
動
を
展
開
。
　

活
動
方
針
を
決
定

　
今
年
度
の
自
冶
会
活
動
に
当
っ
て
次

の
よ
う
な
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

⑴
町
内
会
制
の
採
用

　
急
激
な
人
口
増
に
対
処
す
る
た
め
に

事
業
分
量
を
適
宜
に
分
担
す
る
の
が
よ

い
と
の
考
え
か
ら
副
会
長
を
昇
格
し
町

内
会
長
を
設
け
事
実
上
の
自
治
会
長
の

職
務
を
担
当
。
会
長
は
主
と
し
て
渉
外

活
動
に
専
従
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑵
情
報
活
動
の
積
極
的
展
開

　
従
来
も
年
二
回
自
治
会
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
会
員
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
自
治
会
及

び
地
域
団
体
の
活
動
状
況
や
事
業
の
成

果
を
迅
速
に
通
報
し
、
地
域
住
民
の
要

望
事
項
を
把
握
処
理
す
る
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
、
懇
談
会
を
開
い

て
広
聴
活
動
を
巾
広
く
展
開
し
毎
月
機

関
紙
を
発
行
し
て
ゆ
く
方
針
で
あ
る
。

⑶
省
力
化
と
能
率
化

　
土
木
事
業
は
す
べ
て
市
管
理
担
当
課

で
施
行
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
に
し

た
。
従
っ
て
各
町
内
会
に
一
人
委
員
を

お
き
区
域
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ

と
に
改
め
た
。
た
だ
し
非
常
災
害
な
ど

の
場
合
は
例
外
と
し
て
自
治
会
の
予
算

範
囲
で
随
意
契
約
に
よ
る
外
注
工
事
と

す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
地
区
会
計
集

金
事
務
も
前
年
度
の
改
正
案
に
基
づ
き

茅
ヶ
崎
農
協
の
委
託
集
金
に
変
更
し
た

⑷
会
議
時
間
の
短
縮

　
自
治
会
の
処
理
条
案
は
広
汎
微
細
な

内
容
と
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
で
会
議

時
間
が
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

が
原
則
と
し
て
会
議
は
定
時
励
行
二
時

間
を
目
標
に
終
了
す
る
こ
と
に
し
た
。

自

治

会

会

則

を

改

正

　
香
川
は
健
康
的
な
住
居
地
帯
と
し
て

こ
こ
数
年
来
急
速
に
伸
び
、
最
近
の
市

統
計
に
よ
れ
ば
世
帯
数
約
一
四
〇
〇
戸

人
口
約
五
三
〇
〇
人
に
達
し
、
市
域
字

別
に
み
て
も
浜
見
平
、
鶴
が
台
の
両
団

地
を
除
け
ば
筆
頭
で
、
断
然
群
を
抜
い

て
い
る
。

　
し
か
し
社
会
的
施
設
の
点
で
は
、
市

街
地
域
な
ど
に
比
べ
て
、
か
な
り
の
立

遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

る
。
当
自
治
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
マ

ン
モ
ス
化
し
て
き
た
現
状
を
ふ
ま
え
、

将
来
の
秩
序
あ
る
発
展
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
自
冶
会
内
部
の
各
鷸
能
を
よ

り
活
発
に
し
、
円
滑
な
運
営
を
は
か
っ

て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
従
来
の
会

則
の
う
ち
、
次
の
二
点
を
改
正
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

⑴
第
六
条
の
「
役
員
条
項
」
の
う
ち
「

　
副
会
長
四
名
」
と
あ
る
の
を
、
副
会

　
長
（
町
内
会
長
を
兼
ね
る
）
四
名
」

　
と
改
め
た
。

⑵
第
十
三
条
の
「
役
員
の
任
務
」
の
う

　
ち
副
会
長
の
任
務
に
つ
い
て
、
従
来

　
は
「
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ

　
る
時
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
」

　
と
あ
っ
た
の
を
「
町
内
会
長
を
兼
ね

　
て
担
当
地
域
内
に
お
い
て
会
長
の
職

　
務
を
代
理
す
る
」
と
改
め
、
さ
ら
に

　
各
町
内
会
長
の
担
当
区
域
を
次
の
よ

　
う
に
定
め
た
。

　
第
一
町
内
会
長
　
原

　
第
二
町
内
会
長
　
南
・
門
間

　
第
三
町
内
会
長
　
中
通
り

　
第
四
町
内
会
長
　
東
・
北
・
篠
谷

　
会
長
は
組
職
上
は
依
然
と
し
て
会
の

代
表
者
で
、
会
務
の
統
轄
者
で
は
あ
る

が
、
定
め
ら
れ
た
各
地
区
内
の
会
務
に

つ
い
て
は
、
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町

内
会
長
と
し
て
分
限
掌
握
の
形
で
は
あ

る
が
責
任
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
会

と
し
て
の
機
能
、
会
務
の
流
れ
を
一
層

ス
ピ
ｌ
ド
化
す
る
一
面
、
各
町
内
会
の

自
主
性
を
も
大
い
に
高
め
て
ゆ
き
た
い

と
い
う
の
が
、
改
定
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

亀
井
会
長

　
　
松
林
地
区
会
長
に

　
香
川
自
冶
会
長
亀
井
隆
義
氏
は
、
去

る
四
月
二
十
五
日
、
松
林
地
区
自
治
会

連
合
会
長
に
推
せ
ん
さ
れ
こ
れ
を
受
諾

し
た
。

◇
青
葉
薫
風
の
好
季
節
と
な
っ
た
。
　

　
鮮
や
か
な
新
緑
が
目
に
し
み
る
よ
う

だ
。
烏
は
鳴
き
百
花
咲
き
乱

れ
ス
モ
ッ
グ
も
騒
音
も
な
い

桃
源
郷
香
川
と
い
え
そ
う
だ

◇
こ
の
佳
境
に
住
む
人
心
も

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
平
和

を
楽
し
ん
で
い
る
。

親
子
断
絶
、
隣
人
断
絶
な
ど

な
く
し
て
、
明
る
い
社
会
を

築
き
あ
げ
よ
う
。

◇
満
目
の
緑
に
座
る
主
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虚
　
子

ひ ろ ば

事
業
計
画
は
舗
装
や
水
路
改
良
工
事
な
ど

　
今
回
図
ら
ず
も
会
長
に
選
任
さ
れ
た

私
は
か
ね
て
一
人
一
業
を
よ
し
と
す
る

信
条
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
あ
え
て
お

引
受
け
し
た
。
お
引
受
け
し
た
以
上
、

前
年
度
の
引
継

事
項
を
守
り
つ

つ
香
川
発
展
の

た
め
に
徹
力
を

つ
く
し
た
い
考
え
で
あ
る
。
当
地
区
は

現
在
一
四
二
〇
戸
、
五
四
一
三
人
が
住

む
大
世
帯
と
な
り
　
団
地
を
除
け
ば
市

内
第
一
の
マ
ン
モ
ス
自
治
会
に
発
展
し

た
。
こ
れ
は
大
正
年
間
に
開
通
の
相
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
香
川
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
軸
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
を
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
柄
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
良
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
住
民
に

評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
新
都

市
計
画
法
に
よ
っ
て
地
域
の
九
割
が
市

街
化
区
域
と
さ
れ
る
見
込
で
五
二
年
ま

で
に
相
鉄
新
線
の
乗
り
入
れ
や
東
急
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
、
北
部
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
団
地
等
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
も
あ
り
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
化
の
兆
し
が

一
層
濃
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
容
は
、
一
つ
に
は
首

都
圏
へ
の
人
口
の
過
度
集
中
が
も
た
ら

し
た
も
の
で
昭
和
初
期
八
〇
戸
あ
っ
た

農
家
も
現
在
専
業
十
五
戸
に
、
激
減
し

て
い
る
事
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
お
り
今

や
脱
農
村
期
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
が
当
面
な
す

べ
き
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
生
活
環
境

の
整
備
を
急
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
香
川
の

存
在
を
示
す
小
学
校
は
す
で
に
白
亜
の

姿
を
見
せ
て
い
る
が
道
路
・
下
水
の
壁

備
な
ど
公
共
施
設
の
遅
れ
が
め
だ
っ
て

い
る
。
既
成
市
街
地
の
よ
う
に
無
秩
序

で
自
然
発
生
的
な
姿
に
し
な
い
よ
う
に

今
の
う
ち
に
基
幹
的
な
計
画
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
の

社
会
資
本
の
充
実
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

本
来
市
の
責
任
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
推

進
す
る
原
点
は
住
民
の
意
識
に
外
な
ら

な
い
。
行
政
の
眼
を
香
川
に
向
け
さ
せ

地
域
格
差
の
是
正
を
求
め
る
た
め
に
住

民
の
意
識
を
結
集
す
べ
き
で
あ
る
。
　

　
こ
の
明
確
な
目
標
に
向
っ
て
自
治
会

活
動
を
活
気
の
み
な
ぎ
っ
た
も
の
と
し

住
民
と
の
対
話
の
中
で
展
開
し
て
進
み

た
い
。

明
る
く
住
み
よ
い
明
日
の
都
市
創
造
は

現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
責
任
で
あ

り
、
こ
れ
は
ま
た
後
代
へ
の
贈
り
も
の

だ
と
考
え
る
。

　
以
上
所
感
を
の
べ
て
就
任
の
御
挨
拶

と
す
る
次
第
で
あ
る
。
　

住
み
よ
い
町
の
創
造
を

亀

　

井

　

隆

　

義

............

............

,

,


